
公益社団法人こども環境学会 令和４年度（2022 年度） 

会員総会 資料

2022年 7 月 2 日（土） 16:30-17:00 会員総会 
会場：日本女子大学 成瀬記念講堂

議事予定 

１．開会 

２．代表理事 あいさつ 

３．報告 

第 1 号  令和３年度（2021 年度）事業報告

第 2 号  令和３年度（2021 年度）収支報告（決算書）

第 3 号  代議員選挙結果報告

第 5号  令和４年度（2022 年度）事業計画書

第 6 号  令和４年度（2022 年度）収支予算書

４．その他 

５．閉会 

第 4号 理事・監事の選任報告
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2021年度（令和 3 年度）事業報告書 
2022年 6 月 

 公益社団法人こども環境学会 

2021年度（令和 3年 4 月 1 日より令和 4年 3 月 31日まで）に次のような活動を実施しました。 

記 

① （公 1）教育・啓発事業

A    大会の開催 

大会の開催  長野県佐久市で開催した。 

新型コロナウイルス感染症の影響により、ハイブリッド方式（リアル開催およびオンライン開催の併用） 

テーマ 『自然とともに暮らすこども〜生きる力を育むには〜』

エクスカーション『やまほいく見学コース』『学びの環境 小学校見学コース』

基調講演 「SDGs へのこども環境～自然に遊び・学ぶ環境が今求められる」

シンポジウム

「SDGsへのこども環境～自然に遊び・学ぶ環境が今求められる」

「5歳児保育の PBL(project based learning)活動におけるデジタル（ICT）活用に関する実践研究

－NHKキッズアプリの活用を通して－」

「新型コロナウィルス禍における子どもを取り巻く環境－アンケート調査結果を踏まえて」

  のテーマで開催。 

分科会： こどもの暮らしと環境（こどもが自然でいられる環境） 

「こどもと災害」「こどもの学びの環境」 「こどもと健康」などについて開催。 

ワークシッョプ、ポスターセッションを開催した。

  大会参加は 実際の参加 リアル　130名　オンライン　192名

B セミナー、シンポジウムの開催 

・こども環境学セミナーの開催・・・・新型コロナウイルス感染症の影響により開催を中止した。

・こども環境学会 2022年大会（東京）プレ・セミナー

テーマ 「現代の子どもの健康課題」

2021年 11月 13 日（土曜）に オンラインで開催をした。

講演 基調講演 「現代の子どもの健康課題」

パネルディスカッション 「地域とのつながり方からみたこどもの環境」

参加 102名

C  広報活動 

・本会の活動に関する学会誌 2 回を発行した。発行部数 1 固につき約 1, 200 部。

・ウェブ・サイトの管理、サイトの全面リニューアルを行った。メールマガジン（サイト上にウェブマガジン）の

発行を行った。

・ 令和 2年 4月以降、新型コロナウイルスに関する呼びかけ（プレスリリース）を行った。

「

D 災害等復興支援活動 

福島県からの受託事業「福島県こども環境セミナー業務」「こども環境創生事業」 

新規に「福島県保育所等環境改善巡回指導業務」を受託し、オンラインの方法も含めて提案、指導を県内各地の

保育園、こども園に対して行った。 

第１号　令和３年度（2021年度）事業報告
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E  パンフレット、書籍出版活動 

・発行物の刊行に関して研究等の成果のとりまとめ、編集を行った。

サイト上にウェブマガジンの掲載を行った。(上記 Cの通り)子ども向けのイラスト入りパンフレットの発行、サイ

ト上での無償公開を行った。

② （公 2）研究・評価事業

・こども環境に関する研究活動、評価を行った。設置されている研究会：

こども環境研究会北海道、北陸こども環境研究会、東海こども環境研究会、こども環境漸究会関西、

こども環境研究会関東、発達障害と生活環境を考える会、情育環境研究会、困難をかかえる子どもへの支援研究会、

あそびをせんとや生まれけむ研究会、「スポーツ・あそびの集中力を高めるための装置－デバイディングカーテン－

の効果に関する研究」研究会

上記の研究会にて研究、調査等を行った。

・研究・評価事業に関連するこども環境学セミナー、その他のセミナーは、中止した。

・東日本大震災の災害被災地におけるこどもの環境等について、研究、評価活動を行った。

・こども環境研究センターにて、研究活動・・・ コロナのため十分な実施ができなかった。

・アンケート調査を実施した。

「コロナ禍に関するアンケート調査を実施した。調査結果の報告書をウェブサイトに掲載している。

今後も継続して分析を行っていく。

・発行物の刊行に関して研究等の成果のとりまとめを行った。

・査読部会にて、論文の査読を行った。人数 37名、査読された論文本数 16 本。

③ （公 3）資格認定、顕彰事業

A  こども環境アドバイザー資格の認定

こども環境の知識、経験、ノウハウ等を持つ者に対して本会独自の資格を設け、認定する。

第 14回こども環境アドバイザー資格講習会

2022年 3月 に 実施（オンライン 開催）

資格認定参加者は全員で 18名（新規受講 16名、再受講 2名）、2021年度中の新規認定者は 7名。

B こども環境学会賞の公募 

こども環境の発展に寄与する、優れた論文・著作、デザイン、活動、自治体施策に対し、専門家による選考委員会

の審査を経て顕彰した。 

今年度は、応募締切の 2021年 11 月末までに論文・著作賞 7件、デザイン賞 10件、活動賞 3件、自治体活動施策賞

1件、合計 21件の応募があった。 

選考委員による厳正な審査の結果、論文・著作賞 0 件、論文・著作奨励賞 1 件、デザイン賞１件、デザイン奨励

賞３件、活動賞 0件、活動奨励賞 1件、自治体施策賞 0件、自治体施策奨励賞 1件、以上合計 7件が選定されまし

た。 

表彰式は、2022 年 7 月の東京大会（日本女子大学）にて行う。 

（氏名は敬称略） 以上 
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単位　円
法人会計 合計

公1 公2 公3

教育・啓発 研究・評価 資格認定・顕彰

2,448,086 4,972,443 408,500 0 7,829,029 0 7,829,029

登録料、更新料 395,000 395,000 395,000
参加費 0 0
参加費(大会) 990,000 140,000 10,500 1,140,500 1,140,500
協賛金 442,086 80,000 522,086 522,086
賛助金 506,000 100,000 606,000 606,000
調査研究費収入 500,000 4,342,983 4,842,983 4,842,983
論文審査料等 304,000 304,000 304,000
その他 10,000 5,460 3,000 18,460 18,460

0 0

0 0 0 0 0 0 0

寄付金 0 0

受取寄付金振替額 0 0 0 0 0 0

0 0 0 5,821,716 5,821,716 4,399,284 10,221,000

正会員 3,862,716 3,862,716 3,850,284 7,713,000
準会員 78,000 78,000 78,000 156,000
学生会員 152,500 152,500 152,500 305,000
賛助会員 1,410,000 1,410,000 0 1,410,000
団体会員 285,000 285,000 285,000 570,000
入会金等 33,500 33,500 33,500 67,000

0 0

0 0 0 0 0 0 0

受取地方公共団体補助金 0 0
受取民間補助金 0 0
受取地方公共団体助成金 0 0
受取民間助成金 0 0

0 0 0 0 0 0 0

預金利息 0 0 0 0
その他の雑収入 0 0

2,448,086 4,972,443 408,500 5,821,716 13,650,745 4,399,284 18,050,029

4,883,343 5,113,835 1,082,202 0 11,079,380 3,474,497 14,553,877

0 0 0

955,627 1,929,798 300,000 3,185,425 1,365,182 4,550,607

37,440 77,360 10,000 124,800 31,200 156,000

11,834 5,000 2,000 18,834 6,278 25,112

5,000 2,000 2,000 9,000 1,000 10,000

168,940 1,700 7,300 177,940 415,192 593,132

490,040 70,005 140,013 700,058 300,024 1,000,082

1,222,311 509,296 305,578 2,037,185 226,353 2,263,538

442,323 126,378 63,190 631,891 270,810 902,701

438,923 922,394 146,309 1,507,626 0 1,507,626

14,307 100,143 28,612 143,062 143,062 286,124

623,720 15,000 638,720 273,736 912,456

0 0 0

0 0 0

336,400 300,000 50,000 686,400 369,600 1,056,000

36,081 10,000 5,000 51,081 21,891 72,972

0 0 0

0 2,700 2,700

50,000 1,045,362 0 1,095,362 0 1,095,362

50,397 14,399 7,200 71,996 47,469 119,465

0

4,883,343 5,113,835 1,082,202 0 11,079,380 3,474,497 14,553,877

-2,435,257 -141,392 -673,702 5,821,716 2,571,365 924,787 3,496,152

0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0

-2,435,257 -141,392 -673,702 5,821,716 2,571,365 924,787 3,496,152

0 0 0 0 0
0 0
0 0

0 0 0 0 0
0 0 0

0
0 0 0 0 0 0 0

0 0
-2,435,257 -141,392 -673,702 5,821,716 2,571,365 924,787 3,496,152

-38,747,804 -9,749,009 -7,143,262 55,538,478 -101,597 2,297,117 2,195,520

-41,183,061 -9,890,401 -7,816,964 61,360,194 2,469,768 3,221,904 5,691,672

15,099 0 0 0 15,099 0 15,099

15,000 15,000 15,000
0 0
0 0
0 0

0 0
99 99 99
0 0 0 0 0 0

0 0 0
0 0 0

15,099 0 0 0 15,099 0 15,099
3,555,985 1,392,000 840,000 470,000 6,257,985 0 6,257,985

3,571,084 1,392,000 840,000 470,000 6,273,084 0 6,273,084

-37,611,977 -8,498,401 -6,976,964 61,830,194 8,742,852 3,221,904 11,964,756

正味財産増減計算書　内訳表
令和3年4月1日から令和4年3月31日まで

公益事業

内容説明
共通 公益事業計 管理費 法人合計

勘定科目

公益社団法人こども環境学会

受取会費等

受取補助金等

雑収益

経常収益計

広告費

(

2

)

経
常
費
用

事業費及び管理費　小計

役員報酬
給料手当
臨時雇賃金
福利厚生費
会議費
旅費交通費
通信運搬費
印刷製本費
委託費
諸謝金
消耗品費
運営費
渉外費

当期経常増減額

賃借料
光熱水料費
保険料
租税公課
研究活動費
雑費

経常費用計

評価損益等調整前当期経常増減額

評価損益等

評価損益等計

２
経
常
外
増
減
の
部

(1)経常外収入計

貯蔵品受贈益

その他経常外収入

(2)経常外支出計

その他経常外支出

当期経常外増減額
法人税、住民税及び事業税

当期一般正味財産増減額

一般正味財産期首残高

一般正味財産期末残高

Ⅱ
指
定
正
味
財
産
増
減
の
部

指定正味財産収入計

受取寄付金

受取地方公共団体補助金

一般正味財産への振替額

Ⅰ
一
般
正
味
財
産
増
減
の
部

１
経
常
増
減
の
部

(

1

)

経
常
収
益

事業収益

受取寄付金等

当期指定正味財産増減額

指定正味財産期首残高

指定正味財産期末残高

Ⅲ　　正味財産期末残高

受取民間補助金
受取地方公共団体助成金

受取民間助成金

受取寄付金運用益

指定正味財産支出計
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科　 　目 当年度 前年度 増　減
Ⅰ　資産の部
1.流動資産

現金　預金 2,557,028 1,282,569 1,274,459
預金（震災復興支援寄付金） 0 0 0

前払費用 0 17,575 -17,575
未収入金 4,842,983 3,007,450 1,835,533

流動資産合計 7,400,011 4,307,594 3,092,417
2.固定資産

特定資産

特定費用準備資金 4,750,000 4,250,000 500,000
 固定資産合計 4,750,000 4,250,000 500,000

3.繰延資産
創立費

 繰延資産合計 0 0 0

資産合計 12,150,011 8,557,594 3,592,417

Ⅱ　負債の部
1.流動負債

前受金 0 0 0
短期借入金 0 0 0
未払金 44,548 0 44,548
預かり金 140,707 85,629 55,078

預かり金（震災復興支援活動関連） 0 0 0
仮受金 0 18,460 -18,460

流動負債合計 185,255 104,089 81,166
2.固定負債

固定負債合計 0 0 0

負債合計 185,255 104,089 81,166
Ⅲ　正味財産の部
1.指定正味財産 6,273,084 6,257,985 15,099
（うち基本財産への充当額） 0 0 0

（うち特定資産への充当額） 4,750,000 4,250,000 500,000
指定正味財産合計 6,273,084 6,257,985 15,099

2.一般正味財産 5,691,672 2,195,520 3,496,152
（うち基本財産への充当額） 0 0 0
（うち特定資産への充当額） 0 0 0

一般正味財産合計 5,691,672 2,195,520 3,496,152

正味財産合計 11,964,756 8,453,505 3,511,251

負債及び正味財産合計 12,150,011 8,557,594 3,592,417

貸　借　対　照　表
  令和４年3月31日現在

公益社団法人こども環境学会
 （単位：円）
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科　 　目 公益事業会計 法人会計 内部引取消去 合　計
Ⅰ　資産の部
1.流動資産

現金　預金 2,507,028 50,000 0 2,557,028
預金（震災復興支援寄付金） 0 0 0

前払費用 0 0 0
未収入金 4,842,983 4,842,983
流動資産合計 7,350,011 50,000 0 7,400,011

2.固定資産
特定資産

特定費用準備資金 4,750,000 4,750,000
 固定資産合計 4,750,000 0 0 4,750,000

3.繰延資産
創立費 0
 繰延資産合計 0 0 0

資産合計 12,100,011 50,000 0 12,150,011

Ⅱ　負債の部
1.流動負債

前受金 0 0 0 0
短期借入金 0 0 0 0
未払金 44,548 0 0 44,548
預かり金 135,707 5,000 0 140,707

預金（震災復興支援寄付金） 0
仮受金 0 0 0 0
流動負債合計 180,255 5,000 0 185,255

2.固定負債

固定負債合計 0 0 0 0
負債合計 180,255 5,000 0 185,255

Ⅲ　正味財産の部
1.指定正味財産 6,273,084 6,273,084
（うち基本財産への充当額） 0 0 0 0

0 0 0
（うち特定資産への充当額） 4,750,000 0 0 4,750,000

0 0
指定正味財産合計 6,273,084 0 0 6,273,084

2.一般正味財産 5,646,672 45,000 0 5,691,672
（うち基本財産への充当額） 0
（うち特定資産への充当額） 0 0

一般正味財産合計 5,646,672 45,000 0 5,691,672

正味財産合計 11,919,756 45,000 0 11,964,756

負債及び正味財産合計 12,100,011 50,000 0 12,150,011

貸　借　対　照　表　内訳表
令和４年3月31日現在

公益社団法人こども環境学会

 （単位：円）
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科　　　　目 金　額 合　計
Ⅰ　資産の部
1.流動資産

現　金 手持ち現金 運転資金として 82,944 82,944
預　金 普通預金 みずほ銀行自由が丘支店 運転資金として 2,283,536 2,283,536

普通預金 三菱UFJ銀行 運転資金として 190,548 190,548
未収入金 未収入金 福島県 研究調査 2,242,983 2,242,983

未収入金 佐久市 研究調査 1,100,000 1,100,000
未収入金 ｺﾄﾌﾞｷｼｰﾃｨﾝｸﾞ 研究調査 1,500,000 1,500,000

流動資産合計 7,400,011 7,400,011
2.固定資産

特定資産
「叢書発行事業」積立
資産 みずほ銀行自由が丘支店

平成29年度より開始した、公1、公2、叢
書発行の事業の特定費用準備資金とし
て積立 0 0

「周年大会」　積立資産 三菱UFJ銀行

公1、公2事業の15年と20周年大会開催
の特定費用準備資金として積立　(6年
目)

4,750,000 4,750,000

 固定資産合計 4,750,000 4,750,000

3.繰延資産
繰延資産合計 0 0

資産合計 12,150,011 12,150,011

Ⅱ　負債の部
1.流動負債

前受金 大会参加費等 次年度　大会等参加費前受 0 0
短期借入金 0 0

未払金 福島県研究事業 NPO法人福島SAND-STORY 44,548 44,548
預り金 源泉所得税 職員給与源泉所得税 32,942 32,942

源泉所得税 その他報酬源泉所得税 107,765 107,765
流動負債合計 185,255 185,255

2.固定負債
固定負債合計 0 0
負債合計 185,255 185,255

正味財産合計 11,964,756 11,964,756

財 産 目 録
令和４年3月31日現在

公益社団法人こども環境学会
 （単位：円）

摘　要
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補助金等の名称 交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高 貸借対照表上の記載区分

該当なし。 0
0

合計 0 0 0 0

内　　　　容 金　額

経常収益への振替額　合計 0

目的達成による指定解除額(寄附金)
0

目的達成による指定解除額(補助金) 0

該当なし

補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は次のとおりである。

指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳
指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳の内訳は次のとおりである。

附　属　明　細　書

（２） 固定資産の減価償却方法
有形固定資産・・・・・定率法
無形固定資産･･・･･定額法

（３） 消費税の会計処理
消費税の会計処理は、税込方式によっている。

補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

棚卸資産・・・・・最終仕入原価法

 財　務　諸　表　に　対　す　る　注　記
令和４年3月31日現在

公益社団法人こども環境学会

重要な会計方針について
（１） 棚卸資産の評価基準及び評価方法
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公益社団法人こども環境学会 2022年度代議員選挙 

選挙結果報告（案） 

2022年1月25日 
2022年度代議員選挙管理委員会 

委員長 北方 美穂

こども環境学会2022年度代議員選挙結果について以下にご報告いたします。 

改選代議員数は、2021年度末で任期満了となる代議員（以下10名:敬称略、50音順）です。 

浅野耕一、大西宏治、神谷明宏、後藤智香子、副島里美、谷本都栄、玉田雅己、  

富樫豊、新田新一郎、三木祐子 

【2021年度代議員選挙の公示資料】の通り、公示および立候補者受付を2021年12月1日（水）に開始し、 

立候補登録を2022年1月10日（月）（消印有効）に締め切りました。下記の10名から選挙管理が代議員候補として

立候補されました。 

12022年1月10日（月）消印有効での立候補者は以下の10名です。 

【立候補者】10名（敬称略、50音順） 

粟原知子   福井大学国際地域学部 准教授

大西宏治   富山大学 教授

後藤智香子   東京大学先端科学技術研究センター 特任講師

副島里美    静岡県立大学短期大学部 准教授

谷本都栄  帝京大学冲永総合研究所 准教授

玉田雅己   学校法人明晴学園 理事長

西本雅人   福井大学学術研究院工学系部門 講師

新田新一郎   プランニング開・アトリエ自遊楽校

三木祐子   帝京大学医療技術学部看護学科 

宮本雄太   福井大学大学院 講師

上記のとおり、改選代議員数と立候補登録者数が同数であることから、2022年度代議員選挙は、投票を行わずに 
代議員を選出することを決定いたしました。

（2022年1月25日 2022年度代議員選挙管理委員会 決定） 

≪2022年度代議員選挙管理委員会≫ 

委員長 北方 美穂  副委員長 石田 佳織 

委 員：菊池信太郎、櫻木耕史、島田隆道、仙田 考、高木真人、

仲 綾子、藤田大輔、三宅美千代、矢田 努 

第３号  代議員選挙結果報告
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2022年度　こども環境学会・理事・監事　名簿

千葉大学
大妻女子大学

名誉教授・フェロー
教授

社会医療法人財団　聖フランシスコ会 経営企画室 顧問監事
河原  啓二

Keiji KAWAHARA

教授

理事
佐久間 治

Osamu SAKUMA
九州女子大学

渡邉英則
Hidenori　WATANABE

理事 渡辺学園

理事
田川　正毅

Seiki　Tagawa
東海大学

 プラクティカル・ラボ霞ヶ関 准教授

事務局長

役職 氏　名 所　属

代表理事
仙田　満

Mitsuru SENDA
東京工業大学 名誉教授

会長
理事

五十嵐　隆
Takashi IGARASHI

国立成育医療研究センター 理事長

副会長
理事

神谷　明宏
Akihiro KAMIYA

聖徳大学 児童学部 准教授

副会長
理事

木下　勇
Isami KINOSHITA

理事
三輪　律江
Norie MIWA

横浜市立大学学術院 教授

名誉教授
客員教授

理事
松本　直司

Naoji MATSUMOTO
名古屋工業大学 名誉教授

理事
代議員

高木 真人
Masato TAKAGI

京都工芸繊維大学 デザイン・建築学系 准教授

理事 大豆生田　啓友
Hirotomo OMAMEUDA

玉川大学

理事
小澤 紀美子

Kimiko KOZAWA
東京学芸大学
東海大学大学院

理事
小柴 満美子

Mamiko KOSHIBA

教育学部

創成科学研究科
ものづくり創成センター

理事
福岡　孝純

Takazumi FUKUOKA
日本女子体育大学 招聘教授

家政学部人間生活学科

山口大学大学院

特任教授

地域創造学科 教授

准教授
副センター長

所長

仲  綾子
Ayako　NAKA

東洋大学 教授

監事
宇久田　進治
Shinji UKUTA

宇久田会計事務所

理事(新任）
代議員

理事長
園　長

専務理事
太田　誠

MAKOTO　OTA
こども環境学会

港北幼稚園
ゆうゆうのもり幼保園

谷本　都栄
Toe TANIMOTO

帝京大学　冲永総合研究所
理事(新任）

代議員

第４号　理事・監事の選任報告

13 / 16



令和 4 年度 事業計画書

公益社団法人こども環境学会

自 令和 4 年 4 月 1 日 至 5 年 3 月 31 日 

学問の領域を超えて、こどもを取り巻く環境＝「こどもの環境」の問題に関心や関わりのある研究者や実践

者が集い、共に研究し、提言をし、実践してゆくなかで、こどもの成育に寄与する環境科学を確立し、こども

のためのよりよい環境を実現することを目的とする。

公益事業

① （公 1）教育・啓発事業

A  大会の開催 6 月 30 日（木）から 7 月 3 日（日）までの 4 日間

東京都 日本女子大学目白キャンパスを中心に開催 (オンライン参加も可能。) 
テーマ「クライシスとこどもの環境」

エクスカーション: 未定

こどもたちが参加できる企画 : 日本女子大学西生田キャンパス（川崎市）の広大な森（水田記念公園）で開催

予定。

講演会 : 基調講演、シンポジウム: テーマ：「クライシスとこどもの環境」 
分科会 :  複数の会合を開催予定 
ポスターセッションはオンラインで開催予定。

Ｂ セミナー、シンポジウムの開催

こども環境に関わる教育、啓発のためにセミナー、シンポジウム等を行う。オンラインでの参加も可能と

する。新型コロナウイルス感染症(以下「コロナ」という)の感染拡大の状況下における、こどもたちへの影響

に関する研究、調査活動や災害等復興支援活動等に関する講演会、セミナーを開催する。

プレ大会 : 2022 年 11 月 次回大会開催地 
こども環境学セミナー : (テーマ: 未定) コロナ禍の状況を考慮しつつオンライン形式でも開催する。 
セミナーやシンポジウムの開催 : こども環境に関するセミナー、シンポジウムを随時開催する。

Ｃ 広報活動

本会の活動に関する学会誌の発行を年 3 回行う。発行部数 1 回につき約 1,200 部 会員に配布及び一般の 
希望者に頒布する。大会、セミナー、震災シンポジウム等の広報活動を行う。

ウェブサイト(フェイスブックス等の SNS でも情報の発信を行う)の管理、ウェブマガジン（こども環境楽）の

発行を行う。

コロナの感染拡大防止策やコロナ禍における、こどもたちへの影響に関する研究・調査活動、災害の被災地

域等における復興支援活動につき、引き続き活動内容を(フェイスブックス等の SNS も活用し)積極的に発信し、

新聞、雑誌等へのマスコミにも記事を掲載依頼する。

Ｄ 災害等復興支援活動

東日本大震災、その他の災害被災地において、こどもの視点に立った復興プランの提案、策定やこれらに対

するこども参画の仕組みづくり、遊びの環境等こどもの成育環境の整備推進などの復興支援活動を行う。

E  パンフレット、書籍出版活動 
コロナ対策、感染拡大防止などのテーマについて、会員、一般向けに配布する発行物の掲載記事の執筆と作

成、記事監修、編集、発行を行う。

F  こども第一(ファースト)運動

「こども第一、こどもの視点に立った各種街づくりや環境整備プランの提案や政策策定などの活動を行う。 

同運動に関するセミナー、シンポジウムの開催、ウェブサイトの開設、関連するチラシ、リーフレットを編

集、作成し啓発に努める。 

財源 行政組織からの委託(事業費)収入、会員の会費、会員や一般市民からの寄付金、参加費をあてる。

第５号  令和４年度（2022年度）事業計画書 
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②（公 2）研究・評価事業

こども環境に関する研究活動、評価を行う。研究は各研究会もしくは個人ごとに行う。

研究会は次の通り。

こども環境研究会北海道、北陸こども環境研究会、東海こども環境研究会、こども環境研究会関西、

こども環境研究会関東

発達障害と生活環境を考える会、情育環境研究会、困難をかかえる子どもへの支援研究会、あそびをせんとや

生まれけむ研究会、スポーツ・あそびの集中力を高めるための装置―デバイディングカーテン－の効果に関す

る研究」研究会、佐久市における「子どもにとってよりよい環境」を形成するための研究会

その他 別のテーマを設け、また同一テーマであっても地域別に研究会を組織することがある。

・災害等の被災地、コロナ禍における、こどもの遊び場、学校、地域社会の安全、環境等についての研究、評

価活動を行う。

・出版物の発行のため、研究等の成果のとりまとめを行う。

セミナー、シンポジウムの開催を通じて成果等の発表を行う。

③（公 3）資格認定、顕彰事業

Ａ こども環境アドバイザー資格の認定を行う。

こども環境の知識、経験、ノウハウ等を持つ者に対して本会独自の資格を設け、認定する。

資格認定参加者は会員 20 名～30 名程度の予定。 

資格認定は令和 5 年(2023 年)3 月に開催予定。資格認定委員会を設け、講習会、検定の実施、選考及び認定

者に対する認定証の発行を行う。

Ｂ こども環境学会賞の公募

こども環境の発展に寄与する優れた（1）論文・著作、（2）デザイン、（3）活動及び(4)地方自治体の施策に対し

て専門家による選考委員会の審査を経て顕彰を行う。顕彰予定 各部門 3 名程度。 
令和 5 年 3 月に審査のうえ、発表する。 
賞の名称は 次の通りとし、各賞には必要に応じて、奨励賞を設ける。(1)こども環境 論文・著作賞 

（2）こども環境 デザイン賞（3）こども環境 活動賞 (4)こども環境 自治体施策賞

こども環境 自治体施策賞(必要に応じて奨励賞)は「こども環境に寄与する行政施策であって、近年に完成、

完了した施策、若しくは継続中の施策で、その成果が認められるもの、又は近年に着手された施策で、顕著な

成果が生じ始めていると認められるもの。」ついて表彰する。

以上
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令和 4 年度

自 令和 4 年 4月1日 単位　円

至 令和 5 年 3月31日 収益事業 法人会計 合計

公1 公2 公3

教育・啓発 研究・評価 資格認定・顕彰 なし

参加費 100,000 150,000 0 250,000 250,000

参加費（大会） 880,000 120,000 1,000,000 1,000,000

協賛金 300,000 300,000 300,000

協賛金（大会） 300,000 300,000 300,000

賛助金等 50,000 50,000 50,000

賛助金等（大会） 450,000 50,000 500,000 500,000

登録料、更新料 75,000 75,000 75,000

論文審査料等 130,000 130,000 130,000

0 0

委託費収入 1,000,000 1,241,723 2,241,723 2,241,723

その他 352,000 193,000 10,000 555,000 555,000

3,432,000 1,734,723 235,000 0 5,401,723 0 0 5,401,723

寄付金 0 0 0 0

受取寄付金振替額 950,000 450,000 100,000 1,500,000 0 1,500,000

0 0

950,000 450,000 100,000 0 1,500,000 0 0 1,500,000

正会員 4,320,000 4,320,000 3,780,000 8,100,000

準会員 85,000 85,000 65,000 150,000

学生会員 150,000 150,000 150,000 300,000

賛助会員 1,050,000 1,050,000 0 1,050,000

団体会員 200,000 200,000 200,000 400,000

入会金等 100,000 100,000 100,000
0 0 0

0 0 0 5,905,000 5,905,000 0 4,195,000 10,100,000

預金利息 0 0

その他の雑収入 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0

4,382,000 2,184,723 335,000 5,905,000 12,806,723 0 4,195,000 17,001,723

役員報酬 0 0 0 0 0

給料手当 1,700,000 300,000 400,000 2,400,000 1,000,000 3,400,000

臨時雇賃金 213,000 20,000 10,000 243,000 0 243,000

福利厚生費 60,000 10,000 5,000 75,000 50,000 125,000

会議費 130,000 40,000 30,000 0 200,000 100,000 300,000

旅費交通費 620,000 500,000 300,000 0 1,420,000 1,200,000 2,620,000

通信運搬費 300,000 150,000 200,000 0 650,000 350,000 1,000,000

印刷製本費 2,000,000 500,000 300,000 0 2,800,000 200,000 3,000,000

委託費 200,000 25,000 25,000 0 250,000 600,000 850,000

諸謝金 650,000 1,055,000 200,000 0 1,905,000 0 1,905,000

消耗品費 250,000 50,000 60,000 0 360,000 250,000 610,000

運営費(大会、セミナー、
講習会等)

800,000 430,000 220,000 0 1,450,000 0 1,450,000

賃借料 360,000 196,000 200,000 756,000 300,000 1,056,000

光熱水料費 20,000 20,000 10,000 50,000 40,000 90,000

保険料 10,000 5,000 5,000 20,000 4,000 24,000

租税公課 0 6,600 6,600

雑費 184,000 23,000 20,723 227,723 94,400 322,123

7,497,000 3,324,000 1,985,723 0 12,806,723 0 4,195,000 17,001,723

-3,115,000 -1,139,277 -1,650,723 5,905,000 0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0

-3,115,000 -1,139,277 -1,650,723 5,905,000 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0
0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0
0 0

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

-3,115,000 -1,139,277 -1,650,723 5,905,000 0 0 0 0

-23,000,000 -8,000,000 -6,000,000 43,305,000 6,305,000 0 651,036 6,956,036

-26,115,000 -9,139,277 -7,650,723 49,210,000 6,305,000 0 651,036 6,956,036

100,000 150,000 50,000 0 300,000 0 0 300,000

100,000 150,000 50,000 0 300,000 0 0 300,000

0 0

0 0

0 0 0

950,000 450,000 100,000 0 1,500,000 0 0 1,500,000

950,000 450,000 100,000 0 1,500,000 0 0 1,500,000

-850,000 -300,000 -50,000 0 -1,200,000 0 -1,200,000

3,600,000 1,400,000 450,000 0 5,450,000 5,450,000

2,750,000 1,100,000 400,000 0 4,250,000 0 0 4,250,000

-23,365,000 -8,039,277 -7,250,723 49,210,000 10,555,000 0 651,036 11,206,036Ⅲ　　正味財産期末残高

当期指定正味財産増減額

指定正味財産期首残高

指定正味財産期末残高

Ⅱ

指

定

正

味

財

産

増

減

の

部

（1）指定正味財産収入計

（2）指定正味財産支出計

一般正味財産への振替額

当期一般正味財産増減額

一般正味財産期首残高

一般正味財産期末残高

固定資産受贈益

受取寄付金

受取地方公共団体補助金

受取民間補助金

当期経常外増減額

法人税、住民税及び事業税

２

経

常

外

増

減

の

部

(1)経常外収入計

(2)経常外支出計

その他経常外支出

貯蔵品受贈益

その他経常外収入

評価損益等

評価損益等計

当期経常増減額

経常費用計

評価損益等調整前当期経常増減額 0
(

2

)

経

常

費

用

受取会費等

雑収益

経常収益計

受取寄付金等

事業収益

収支予算書

公益社団法人こども環境学会

公益事業

内容説明
共通 公益事業計 管理費 法人合計

勘定科目

Ⅰ

一

般

正

味

財

産

増

減

の

部

１

経

常

増

減

の

部

(

1

)

経

常

収

益

第６号  令和４年度（2022年度）収支予算書 
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